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       平成３１年 第１回西予市議会定例会産業建設常任委員会会議録 

 

１．開催日時 平成３１年２月28日 

１．開催場所 西予市議会第３委員会室（午後） 

１．開  会 平成３１年２月28日 

       午前 ８時57分 

１．散  会 平成３１年２月28日 

       午後 ４時00分 

１．出 席 委 員        

   委員長  河野 清一 

   副委員長 小野 正昭 

   委員   宇都宮 俊文 

   委員   加藤 美香 

   委員   佐藤 恒夫 

   委員   宇都宮 明宏 

   委員   藤井 朝廣 

１．欠 席 委 員 

   な  し 

１．出席説明員 

  （産業部） 

産業部長(兼)生活福祉部産廃処理施設担当 

部長        酒井 信也 

経済振興課長    上口 等 

農業水産課長    三瀬 功 

林業課長      三瀬 計浩 

経済振興課課長補佐 武内 幸希典 

経済振興課課長補佐 浦田 和喜 

農業水産課課長補佐 和氣 右記 

農業水産課課長補佐 山本 貢造  

農業水産課課長補佐 面平 健一 

林業課課長補佐   中城 多喜恵 

農業水産課係長   光沖 真治 

  （建設部） 

建設部長      岩瀬 布二夫 

   建設課長      時谷 正 

   上下水道課長    清水 昭広 

建設課課長補佐   中川 伸二 

建設課課長補佐   高橋 克也 

建設課課長補佐   水野 直樹 

上下水道課課長補佐 大塚 修司 

上下水道課課長補佐 松下 徳隆 

 

 

 

 

 

（支所） 

   明浜支所産業建設課長 佐藤 俊治 

   野村支所産業建設課長 辻   信一 

   城川支所産業建設課長 藤川 忠男 

三瓶支所産業建設課長 片山 勇一 

野村支所産業建設課課長補佐 酒井 康次 

１．出席議会事務局職員 

   書記    田中 長治 

 

１．会議に付した事件  別紙のとおり 

１．会 議 の 経 過  別紙のとおり 

        

１．本日の会議に付した事件 

議案第22号 平成30年度西予市一般会計補正予算

(第10号) 

議案第27号 平成30年度西予市農業集落排水事業

特別会計補正予算(第6号)  

議案第28号 平成30年度西予市公共下水道事業特

別会計補正予算(第5号)  

議案第29号 平成30年度西予市簡易水道事業特別

会計補正予算（第5号） 

議案第30号 平成30年度西予市水道事業会計補正

予算（第4号） 
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開会 午前８時57分 

〇小野副委員長 

これより、平成31年第１回定例会産業建設常任

委員会を開会いたします。開会に当たりまして、

委員長が挨拶をいたします。 

〇河野委員長 

委員長が挨拶を行う。 

〇小野副委員長 

次に、酒井産業部長より挨拶をお願いいたしま

す。 

〇酒井産業部長 

酒井産業部長が挨拶を行う。 

〇小野副委員長 

それでは、議案審査に移る前に注意をいたして

おきます。発言の際は挙手の上、委員長の許可を

得て発言をしてください。それでは、これからの

進行は委員長が行います。お願いします。 

【農業水産課所管分】 

〇河野委員長 

それでは、議案第22号 平成30年度西予市一般

会計補正予算（第10号）農業水産課所管分を議題

といたします。三瀬課長の説明を求めます。 

〇三瀬農業水産課長 

議案第22号 平成30年度西予市一般会計補正予

算（第10号）のうち、農業水産課所管分について

御説明をさせていただきます。歳出から御説明を

申し上げます。補正予算書38ページをお願いいた

します。６款１項２目、農業総務費でございます

が、10万2000円の減額補正でございます。一般財

源となっております。右端の欄の事業概要の事業

ごとに補正理由の御説明をしてまいりますのでよ

ろしくお願いします。農業総務庶務事業につきま

しては城川支所産業建設課における臨時職員雇用

に係る不用額49万2000円でございます。産業文化

祭参加事業は野村地域において、がいなあるもん

祭りを乙亥の里駐車場を会場に毎年開催をしてお

りましたが、昨年７月豪雨により中止となったた

め助成金27万円を減額いたします。また、職員給

与費調整額として66万円の増額を計上しておりま

す。次に３目農業振興費ですが、3884万1000円を

減額するもので、財源は県支出金1984万9000円、

一般財源1899万2000円となっております。農業

近代化資金利子補給事業は、20件の実績見込み

となりまして50万円の減額をいたします。農業経

営基盤強化利子補給事業は29件の実績見込みにな

りまして、100万円の減額でございます。うち

50万円は、県支出金となっております。次ページ

になりますが、農用地利用集積事業は、伊延西地

区の農地中間管理機構関連農地整備事業に伴いま

す地域集積協力金307万200円、また経営転換協力

金が一戸16万円、耕作者集積協力金４万6000円と

合わせまして、327万7000円の増額となっており

ます。これは全額県支出金でございます。次に、

農作物被害対策事業でございますが、県からの交

付決定額が減少したもの、また侵入防止柵、ワイ

ヤーメッシュを中心とした事業入札減少金の発

生、また、イノシシ等の緊急捕獲事業における実

績見込みによる減額など、あわせて1368万3000円

の減額でございます。今年度はイノシシにおきま

しては、成獣が昨年より約370頭少ない現状でご

ざいまして、捕獲予想頭数は1540頭、また幼獣に

つきましても昨年より130頭少ない見込みで、捕

獲予想は300頭となってございます。次の農業後

継者育成事業は、国の次世代人材投資資金でござ

いますが、今年度実績は継続が34経営体、新規が

７経営体となっております。新規の７件につきま

しては、就農時期の関係がございまして、６経営

体が満額取れないというところもございます。ま

た、所得制限が超えた１経営体につきましては、

支給停止になりました。そういったことで525万

円の減額でございます。また、県の次代を担う

若い農林漁業就業促進事業、これは奨学金の償

還免除補助でございますが、２名のうち１名が離

農されたということで対象外となりました。12万

円の減額でございます。農業集落排水特別会計繰

出事業につきましては、上下水道課所管でござい

ますので割愛させていただきます。次の、担い手

育成支援事業は県の認定農業者経営発展支援事業

において、３経営体の事業を申請しておりました

が、１経営体が取り下げをされました。また、２

経営体につきましては、入札減少金が発生し

399万2000円を減額いたします。次に、５目農地

費でございます。3501万9000円を減額するもの

で、財源は地方債480万、負担金及び分担金22万

5000円、繰入金４万円となっております。市単独

土地改良事業については、地元施工による農業用

施設の補助等の見込みから500万円の減額。公図

修正業務委託については、７月豪雨による災害対

応により、今年度事業を、縮減をいたしまして、
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2047万3000円を減額いたしました。経営体育成基

盤整備事業は、県営事業の負担金でございます

が、今年度事業費が減額となったため、市の負担

金を232万7000円減額いたします。水田生態系環

境対策事業は、ナベヅル、コウノトリのえさ場を

提供するため、冬季湛水を行っておりますが、本

年度は飛来数が90羽を超えたというところでえさ

場の不足を懸念されまして、田園ロマンの里推進

委員会の御協力によりまして、約１ヘクタールを

追加湛水していただくため、４万円を増額するも

のでございます。この財源は中山間ふるさと水と

土保全基金を充当いたします。次に、関地池地

区農業水利施設保全合理化事業は県営事業の減

額でございまして、それに伴います市負担金

750万円の減でございます。水利施設整備事業は

畑地かんがい施設の改修等にかかる明浜地区の実

施設計及び三瓶地区の計画策定を行いましたが、

実績による減額の一方で、明浜地区においては、

保全工事5000万円が追加配分されることとなりま

して、市の負担金は626万円の増額となっており

ます。農地中間管理機構関連農地整備事業は、今

年度計画策定を行っておりますが、国の補助率が

上がったこと、一部の土質調査については県が実

施することとなりましたことから、市の負担金は

減額となりました。301万9000円の減でございま

す。ため池等農地災害危機管理対策事業について

は、漏水調査予定１件は、災害対応により延期を

することとし、廃止ため池事業２件につきまして

は、今後補助事業の活用が見込まれるということ

から、見直しを行い、今年度においては300万円

を減額することといたしました。次に、40ページ

でございます。7目 中山間地域直接支払い制度事

業費は89万円を減額いたします。財源は県支出金

67万2000円、一般財源21万8000円となっておりま

す。これは７月の豪雨による協定面積の減少とい

うのが主な原因でございます。次に、９目 農業

施設管理費でございますが、1093万1000円を増額

いたします。全額一般財源でございます。シルク

博物館管理運営事業におきましては、織物館１

階へ新たな進入道路を計画しておりましたが、農

地取得等の問題が生じ、事業を中止したことから

100万円減額でございます。ほわいとファーム管

理運営事業は、７月豪雨におきまして広場及びレ

ストラン１階部分において土砂流入と浸水が発生

し、復旧作業に要した重機借り上げ、及びトイレ

修繕工事費など83万9000円については負担金で計

上をいたしました。豪雨被害指定管理者経営支援

補助金として、1109万2000円を計上しておりま

す。支援補助金の内訳といたしましては、停電に

よる製品及び原材料の廃棄処分が206万2000円、

断水の影響で営業できなかった、また災害廃棄物

の収集場所にもなり、集客が減少したことによる

営業損失差額分903万円となっております。次

に、10目 農村環境保全向上活動支援事業費は

787万円減額でございます。財源は県支出金662万

4000円、諸収入48万1000円の増、一般財源172万

7000円の減となってございます。農地維持資源向

上、いわゆる共同活動分につきましては、対象農

地が257アール減少して、11万8000円の減額とな

りました。資源向上のうち、長寿命化分につきま

しては、割り当て充足率が93％でございまして

416万2000円の減でございます。また、９組織

257アールにつきましては、道路あるいは宅地等

への転用による除外面積分につきまして48万

1000円の返還金が発生をしております。諸収入、

及び過年度県補助金返還金を計上しております。

11目 環境保全型直接支援対策事業費は197万

6 0 0 0円の減でございます。県支出金14 8万

2000円、一般財源49万4000円です。この事業、事

業要件といたしまして、グローバルＧＡＰの実施

が必要となったことから、２団体が、申請を取り

やめをされました。また、昨年ですが病害虫の異

常発生によりまして約８ヘクタールが取り組み面

積から除外されたことにより、減額となっており

ます。次に、42ページをお願いいたします。水産

業費でございますが、２目 水産業振興費は326万

9000円の減、全額一般財源でございます。水産関

係利子補給事業につきましては、漁業近代化資金

に１％以内で利子補給を行うものでございます

が、今年度の実績見込みから減額を行います。４

目 漁港建設費でございますが、5560万円を増額

いたします。財源は国庫支出金2765万円。県支出

金832万5000円。地方債1920万円。一般財源42万

5000円となっております。長早漁港海岸高潮対策

事業につきましては、防災・減災・国土強靱化の

ための３カ年緊急対策、これが平成30年12月14日

の閣議決定を受け、本事業もこの緊急対策の対象

事業となりました。そのことによりまして、国か

ら追加内示がございまして、今回予算を計上した

ものでございます。32年度完了に向けまして重点
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的な予算配分が期待されることから、事業進捗率

が図られると考えております。漁港海岸津波高潮

危機管理対策事業は、業務委託実績による不用額

20万円でございます。海岸堤防等老朽化対策事業

は、２件の長寿命化計画策定業務の委託実績によ

る不用額290万円でございます。職員給与費の差

額調整によりまして30万円の増額がございます。

次に歳入を御説明いたします。13ページをお願い

いたします。11款１項１目農林水産業費分担金で

ございますが、農業基盤整備促進事業によりま

す、先ほど御説明申し上げました補助率の関係事

業費の変更によりまして、地元負担金が22万

5000円減額となるものでございます。14ページで

ございます。13款２項３目 農林水産業費国庫補

助金でございますが、水産業費で説明いたしまし

た追加内示分2920万円の増額、また、実績不用額

が10万円と145万となってございます。16ページ

をお願いいたします。14款２項４目農林水産業費

県補助金でございますが、右の説明欄にございま

すが、次代を担う若い農林漁業就業促進支援費県

補助金６万円の減額から、次のページ、環境保全

型農業直接支援事業費県補助金148万2000円まで

の減額につきましては、歳出で御説明いたしまし

た各関連補助金の増減となっております。３節 

水産業費県補助金は追加内示分876万円の増、ま

た実績による減43万5000円となっております。

19ページでございます。基金繰入金の２目 中山

間ふるさと・水と土保全基金繰入金、水田湛水事

業の財源として４万円充当をいたしました。20ペ

ージでございます。諸収入の中の雑入、７節 農

林水産業費雑入48万1000円は、農村環境保全型向

上活動支援事業における対象外となった農地分の

補助金を各組織から返還金として受け入れるもの

でございます。以上で、議案第22号 平成30年度

西予市一般会計補正予算（第10号）のうち、農業

水産課所管分の説明とさせていただきます。御審

議のほどよろしくお願いいたします。 

〇河野委員長 

三瀬課長の説明は終わりました。これより質疑

を行います。質疑はありませんか。 

〇加藤委員 

39ページなんですけれども、担い手育成支援事

業なんですけれども、39万2000円の減額となって

おりますが、これについては１件取り下げがあっ

たということなんですけれども、どういう理由で

この認定農家の方が取り下げられたのか、お教え

ください。 

〇三瀬農業水産課長 

ただいまの加藤委員のご質問でございますが、

１件取り下げをされた方につきましては、県の採

択時期の遅れによって早く導入をしたいという理

由と、また、この方につきましては、違う機械の

導入も考えたいということで、今回は取り下げて

次の機会に、また申請を検討したいということで

今回取り下げをされました。 

〇加藤委員 

今ちょっと数を間違いまして、399万2000円で

す。すいません。 

〇河野委員長 

ほかありませんか。 

〇宇都宮俊文委員 

質疑の前に、一言御礼言わしてもらったらと思

います。明浜地区で災害でモノラックの被害がか

なりありました。酒井部長はじめ面平課長補佐、

現地まで来ていただいて指導していただき、本当

にお世話になりました。何とか収穫時期には間に

合いまして農家も助かっておりますので、一言御

礼言わしていただいたらと思います。ありがとう

ございました。それでは、質疑ですが補助金関

係、かなり減額、どの部分も多いんですが、やは

りこれ農家が減ってるのか手を挙げる方が減って

るのか、また後継者についても減ってるというこ

とで補助金を利用できてないということはそれだ

け経営の意欲が足りないかなという心配もあるん

ですが、その辺、ざっくりと全体に捉えてどのよ

うになっているのか。それからもう１点、私いつ

も言ってます後継者の問題ですが、補助金もらっ

て、その後まあまあの経営になってるのかがやっ

ぱり心配されるんですが。まあ、わかる範囲で構

いませんので説明をお願いします。 

〇三瀬農業水産課長 

ただいまの宇都宮委員の御意見でございますけ

れども、補助金の削減につきましては、私どもも

本来であれば満額の事業実施をしたいというとこ

ろでございますけれども、いろんな要件が重なっ

ているというところで、宇都宮委員御指摘のよう

に、農家の方の意欲の減少とかというような補助

金の減ではなくて、国の割り当て内示が減額にな

ったことにより、その事業内で事業執行したとい

うこともございまして、その予算差額の減額とい
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うのが私としてはほとんどを占めているというふ

うに認識をいたしております。また、後継者の育

成につきましては、たびたび御指摘をいただいて

おりますように、私どもも県の普及指導班と一緒

になりまして、認定前から審査をしております

し、認定後も引き続き経営の確認、現地指導、そ

ういった形で就農が的確に行われているか、また

就農後の経営状態はどうかというふうな審査をさ

せていただいております。今のところ、今年度新

規就農、先ほど説明いたしました７経営体につき

ましても、順調に経営をいただいているというふ

うに考えております。 

〇河野委員長 

ほか、ございませんか。 

〇藤井委員 

ちょっと、聞き間違いやったら容赦願いたいん

ですけど、ほわいとファームの件ですけど、災害

のために営業休止というようなことで903万です

かね。これの詳細を教えてもらいたいんですよ。

というのは、1900万ぐらい毎年入りよるんですよ

ね。1900万、2000万。５年で１億が入りよるんで

すけど、営業の今の聞いた話の中では、簡単に言

えば、災害で営業できなかったから903万と受け

取ったんですけど。何日休んだのか。それと、１

年間に1900万も2000万も毎年入るところが、なぜ

これ900万もらってっていっぺんに出てくるの

か。営業休んだ日と903万の内容。営業損益も当

然入っとるんかと思いますけど、その903万の内

訳を教えてください。 

〇酒井野村支所産業建設課課長補佐 

先ほど御質問のありました件に関しまして内容

のほうを説明をさせていただきます。ホワイトフ

ァームのほうの営業につきましては、7月の7日に

被災をいたしまして、７月の29日からようやく営

業ができ始めたというような状況でございます。

それと平行しまして災害で発生いたしました産廃

の置き場というものをほわいとファームの駐車場

に置いておったということがあります。そちらの

ほうが、また現在も若干隅のほうには残っておる

んですが、大体駐車場が使える状況まで除いたの

が８月の15日あたりのようでございます。先ほ

ど、金額的な内容のことを御質問されました件に

つきましては、一応、平成30年の６月までは大体

平均、過去３年の平均の割合としまして４月につ

いては85％、５月については70％ということで落

ち込んでおりましたが、６月については125％と

いうことで、過去３年の平均額よりは上がってお

るということで、夏場になりますとやはり利用者

が増えるということで、こちらのほうも期待をし

ておったということなんですが、７月から８月、

９月、10月につきましては、７月については19％

まで落ち込んで、８月については39％、ようやく

９月に57％、10月に60％で、11月に89％というこ

とで、過去やはり３年間との平均から比べます

と、収益がかなり落ち込んでおると。風評被害も

あるということもありますし、やはり水道施設の

ほうがちょうど断水のほうが12月の15日ぐらいま

で断水をしておりました。ようやく、断水の水源

を確保したのが12月15日で、それまでは、そこの

職員が毎日500リッターのタンクで、レストラン

に必要なものの水を送り届けよったということ

で、製造のほうはほとんどできなかったというふ

うな状況がおこってまいりました。そういったよ

うなことで、赤字といいますか損失がかなり出て

きたというような状況でございます。以上です。 

〇藤井委員 

そしたら、これは営業できなかったから

903万。まあ、泥・土・残土を置いたりしたか

ら、営業閉まっとったから、できなかったからこ

ういう903万かかったというんですね。これ、何

日で903万かな。とにかく不思議なのは年間

2000万も入るとこが、たとえば水もないとこ、僕

が聞いてちょっと行ったんですけど。水が断水に

なったことがありますよね、去年。いま言われま

した。あの時には職員さんはどういうことやった

んですか。営業できなかったんですよ、いっと

き。あれ休みですか、そん時は。断水の時です。

職員さんがいま何人ですかね。十何人おるんやな

いんですかね。その間は職員さんは何をされよっ

たのか。休んどったのか、それとも清掃とか草引

きとかしよったのか。あの施設、大きいですから

ね。それとあの、これパーセント・パーセント言

いますけど、これ売り上に対してのパーセントで

しょう。４月85％、５月70％というのは、売上の

ことですかね。これ。 

〇酒井野村支所産業建設課課長補佐 

そうです。 

〇藤井委員 

そしたらもとの売り上げ平均はいくらですか。

何日営業しよんですかね。 
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〇酒井野村支所産業建設課課長補佐 

失礼します。先ほどの分のパーセントにつきま

しては売り上げに関してのパーセントになりま

す。営業期間については、大体月４日休みという

ことになりますので、26日程度というふうなこと

になります。 

〇藤井委員 

わかりましたけど、平均の売り上げですね、１

日の。いくらですか。パーセント、85％、５月は

70％落ち込んだという、25日営業でですよ。平均

の売り上げはいくらぐらいあるんですか。あそ

こ。 

〇酒井野村支所産業建設課課長補佐 

すいません。日ごとの平均の売り上げはちょっ

と・・・。 

〇藤井委員 

日じゃないです。月です。これは月でしょう。

ここは月だから、やはり月で答えてくれないと。 

〇酒井野村支所産業建設課課長補佐 

はい、月平均でといいますと、月ごとの、季節

ごとの差がかなりありますので、すいません、月

ごとになってしまいますが、かまいませんでしょ

うか。過去３年間の平成27年から29年までの月平

均で言いますと４月が258万、５月が370万、６月

が154万、７月が253万、８月が366万、９月が

187万、10月が215万、11月が190万、12月が

188万、１月が141万、２月が100万4000円、３月

が240万4000円と、ざっくり申し上げましたが、

そのような数字になっております。 

〇藤井委員 

これ月でしょう。あそこは何人おるんです。従

業員、社員さん。暫時休憩願います。 

○河野委員長 

暫時休憩といたします。（午前９時31分） 

○河野委員長 

再開いたします。（午前９時37分） 

〇酒井野村支所産業建設課課長補佐 

それでは、ただいま職員の人数のほうをお伺い

になられましたので、お伝えさせていただきま

す。正社員が４名、準社員、嘱託職員が４名、パ

ートが６名、アルバイト２名の16名となっており

ます。それでは、続いて903万円の内訳というこ

とでございますが、こちらのほうは、災害、７月

豪雨災害が起こった後の売り上げにつきまして、

過去３年との平均との差額を根拠といたしており

ます。７月につきましては、マイナスが205万

6000円。８月につきましてはマイナスが146万

3000円、９月につきましてはマイナスが38万

9000円、10月につきましてはマイナスが59万

3000円、11月につきましてはマイナスが10万

9000円、12月につきましては、こちらのほうは売

り上げが回復しておりまして、44万2000円のプラ

スということで、合計しまして、902万9000円と

いうことで903万円のほうを計上させていただい

ております。以上です。 

〇藤井委員 

すぐには出るかどうかわかりませんけど、１年

間の平均の、当然１年も一か月もいいんですけ

ど、１番わかりやすいのは１か月の売り上げなん

ですよね。１か月の売り上げ、大体平均いくらで

すか。 

〇酒井野村支所産業建設課課長補佐 

１カ月の平均の売り上げのほうが大体、220万

から240万といったようなところになるかなと思

っております。以上です。 

〇藤井委員 

これ、皆さん、まあたまたまこの担当という

か、皆さんもどうこうとは私は一切思っていない

んですよ。たまたまここにおるだけじゃ思っとる

んで。たまたまこの部署におるというような。考

えられんことは、おかしいと思いませんか。１カ

月の平均が200万そこらで従業員、社員だけでこ

んだけ人がおって、ずーっとこれおるんですよ

ね、何年も。減そうともしてない、改革もしてな

い。その上に、これは言ってもいけません、そこ

だけじゃありませんよ、ほわいとファームだけじ

ゃないと思います。ほかのところもいろいろあり

ますけど。ですけどこれね、普通常識で考えたら

考えれんのですよ。なんぼ雇用のためじゃという

ても、なぜその雇用のこと、この14名、12名か。

12名だけがですね、行きさえしたら、当然当たり

前ですけど給料をもらう。これ、休んどるとき何

をしよったんか。これ、営業休みのときに。その

うえに、先ほどから思っとるんですけども、年間

1900万、だいたい2000万ですけど、1900万を平均

にあそこへ一般会計から、税金から行きよる。な

ぜそこが経営の改革もしない、努力しない。努力

しとると言ったらわかりませんけど。その辺は部

長、どう思います。 

〇酒井産業部長 
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私が昨年４月に、この産業部長の職をいただき

まして、まず市長に言われたのがこの第三セクタ

ー、また指定管理者の改革でございます。そうい

った中で、今年度につきましてはあけはまシーサ

イドのほうがかなり危機的な状況で、ちょっと６

月ぐらいから私のほうも入ってはおりましたが、

そうしよるうちに７月にはまた災害が起きまし

て、なかなかほかのほわいとファーム、それとフ

ァクトリーとか游の里とか、いろんなとこを見て

回ることができませんでした。そういうことで議

員さんがおっしゃるとおり10数年、もうずっと誰

もが手を付けてない部分につきましては、今年度

徐々に手を付けていっておりますし、またちょう

ど平成31年度につきましては人事のほうでも、も

うほわいとファームは野村、シーサイドは明浜、

それとファクトリーは城川、というのではなく

て、めいめいのとこでめいめいのことをするんで

はなくて、１カ所で集中してやってくれというよ

うな市長の指示もありましたので、私どももシー

サイドの改革をしてみて、やっぱり１カ所でして

みんと、いろんなしがらみがあってできないとい

うようなことで、４月からは経済振興課のほうで

一括してやらせていただきますし、経営状況も見

させていただきますので、もうしばらくお待ちを

いただきたいと思っております。スピード感を持

って31年度には「こういう形にします」というよ

うな形をつくり上げたいと考えております。以上

です。 

〇藤井委員 

ぜひお願いします。これ、税収が30億や40億の

税収のところにですよ、全部合わせたら1億

5000万から２億、２億いったらいけない、１億

5000万ぐらいに三セクとこ行きよるんですよ。こ

れは不思議に思わんのかと思うんですよね。実

は、３年ほど前にもこの話をしました。改革せん

のですよ。目の前で努力してですね、変わってき

たなと。顔色も違うと。努力しよらい、というん

じゃったらいいんじゃけど、当たり前になって

ね。当たり前になってないというかもしれません

けれども、部長、これ時間もありませんのでいつ

までも言よってもいけませんけど。特に、特にこ

こら改革してくださいや。お願いします。以上で

す。 

〇酒井産業部長 

繰り返しになりますが、スピード感を持って責

任を持ってやらせていただきたいと思っておりま

す。以上です。 

〇河野委員長 

 ほか、ありませんか。 

〇佐藤委員 

39ページ、農作物被害対策事業についてお伺い

をいたします。駆除の数が何か370頭ぐらい少な

くなったっていうことで聞いておりましたが、イ

ノシシとかの農作物の被害状況的なことで私あた

りがよく聞くのは、被害が少なくなったっていう

ことは余り聞かないんですよね。それで原因的な

もので、例えば駆除隊をなされてる方の数が少な

くなってきて、この駆除数が減ってきてるのでは

ないかと私は思うんですが、そういったところの

対策的なものは何か考えられておりますでしょう

か。 

〇三瀬農業水産課長 

ただいまの御意見でございますが、鳥獣害被害

の面積、あるいは額については減っているという

判断はいたしておりません。やはり、相変わらず

被害状況はあるというふうに認識をいたしており

ます。本年の捕獲頭数の減少の原因といたしまし

ては、現在我々が分析しておりますのは、やはり

今回の７月豪雨によって捕獲頭数が少なかったの

かなということ、そしていま委員御指摘の捕獲隊

の高齢化、数そのものは隊員の登録そのものの数

は減っておりませんが、やはり高齢化というもの

も影響しているのではないかなと分析をいたして

おります。近隣の市・町に問い合わせをしていま

すと、うちのように捕獲頭数が減ってるという

市・町は近隣にはございません。やはり例年より

少し捕獲頭数が多くなっているというのが現状で

ございまして、西予市のみ、いまの数が落ちたと

いうのは、先ほど申し上げましたように豪雨災害

あるいは、捕獲隊の高齢化が原因ではないかなと

いうふうに分析をしておるところでございます。

今後におきましても、捕獲隊の、やはり増員とい

いますか新たな免許取得者の増に向けて、講習

会・研修会等の県の機会に、いま若い方が結構毎

年参加をいただいておりますので、そういう捕獲

者の確保というところで重点を置いて進めていき

たいなと考えております。 

〇小野副委員長 

関連的な質問というか提言やけどね。聞くとこ

ろによると縄張りがあるらしいわいね。入らさん
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らしいわい、免許持っとるのに。ボスがおって。

そこらもな、やっぱり減らない原因やなかろうか

思いよる。実際行きたい、やけど行かしてくれん

というのよ。それで私らに来るのは、「有害鳥獣

なんで」と。それを捕るのになぜそんな縄張りな

んか。まあいわば、行政がしてないけども、そう

いう人がおるわけよな。やからそこいらあたりの

指導、これやはり、そういう会のときには徹底し

てもらって、みんなが協力して有害を減らすと、

鳥獣を減らすというような方向に持っていっても

らいたい。 

〇酒井産業部長 

この件につきましては、私どもの林業課の担当

部門であろうかと思いますし、また、きょうも林

業のほうで質問をしていただきますし、今の状

況、私も縄張りという言葉がどうなのかわからん

のですけど、そういうところも本当にまずいなと

思っておりますので、そこに行政が入れるのかど

うかという質問を職員がしているところですが、

なかなか職員がそこに入っていくのは非常に厳し

いというような回答でございました。また同じメ

ンバーでございますので、林業のときにまた私の

ほうで伝えておきますので、そこでまた協議をさ

せていただいたらと思います。 

〇宇都宮明宏委員 

39ページの水利施設整備事業、これ三瓶と明浜

の関連だということで説明あったんですけど、も

う少しちょっと詳しい説明いただきたいなと思い

ます。あと、災害には関係ないのかもしれんけ

ど、そこいらへんのことも付け加えていただいた

らと思います。 

〇三瀬農業水産課長 

ただいまの水利施設整備事業の御質問でござい

ますけれども、御案内のように、この水利施設整

備事業ですが、三瓶地区と明浜地区の畑かんの、

畑地かんがい施設の長寿命化の事業のことでござ

います。全体事業費といたしましては、明浜が５

億円、三瓶が４億円という総事業費で、今後５年

間で計画をしている事業でございまして、明浜地

区につきましては、今年計画策定が終わって、来

年度からいよいよハードが始まるというところで

ございましたけれども、県の補助金が先に補正で

付いたというところで先ほど御説明したように明

浜地区についてはもうハードにかかるという状況

でございます。三瓶地区につきましては来年度計

画策定をして、さ来年度からハードに入っていく

という計画をしているところでございます。ま

た、７月豪雨におきましてこの畑かん施設につき

ましてもかなりの被害を受けております。災害復

旧事業とこの保全事業を兼ね併せて同時に進行す

ることによって、早期な復旧も図られる、という

ふうに考えております。事業のダブりはございま

せん。災害復旧でやれるのは、いわゆるスプリン

クラーの最先端部分でございます。今回の水利施

設整備事業でやるのは、それまでの施設でござい

ます。タンクからポンプまでの施設でございます

ので、事業のダブりはございませんので、２事業

をうまく組み合わせて早期な復旧に努めてまいり

たいと考えております。 

○河野委員長 

ほかありませんか。 

〇藤井委員 

これも聞こうと思とったんですけど、今のスプ

リンクラーの取っ手の部分と管路分タンクの分、

いま今年、去年、来年からも言って今年からやる

となったらですよ。課長、これ業者はおります

か。こんだけ予算付けとるんだけど、現実にいま

募集しよんですよね。掘る方、山やけん手掘りの

人。だけど掘る人おらんのですよ。いま。これま

だ１カ月も足らん、何日か前の話なんですけど、

これ事業はやるんやったら農業のことやけん、と

にかくやってもらわないけんし。これ、何とかで

すね、これ土木屋でもできないし、施設整備の水

道屋でも手が付けれないとこなんですよ、なかな

か。特殊な工事でですね、そしてすべて手掘りな

んですよね。メーター幾らで掘ってくんやけん。

昔おったんですけど、手で掘る人がいま明浜、ま

あ明浜町だけやないけど今募集人しとるらしいけ

んど、まあ予想してですよ。いまおらんのやけ

ど、その辺の状況はどがいなものですか。 

○河野委員長 

暫時休憩といたします。（午前９時52分） 

○河野委員長 

再開いたします。（午前９時52分） 

〇三瀬農業水産課長 

藤井議員の水利施設整備事業の業者の御心配を

いただいております。この畑地かんがい施設の事

業につきましては、県営で県が発注いただくとい

うことにはなりますけれども、県のほうの今の見

解としては業者の数は２ないし３業者、専門業者
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はですね。あと水道事業者さんにも含めた中で入

札執行をしたいというお考えを聞いております。

また、おっしゃいましたように人夫さんの数が少

ないという状況においては、地元の所有者、農家

の方の御協力も仰ぎながらという地元の説明会が

ございました。ただ、この任用につきましては、

業者、入札業者の中のことでございますので、落

札業者が地元の雇用をどれだけ進めていただける

かというところで事業が進んでいくものと考えて

おります。 

○藤井委員 

先ほど説明されたとおりだと思うんですよ。私

は２業者じゃないかと思うんですよ。専門の方

は。専門というか畑かんの専門の方ね。私が言い

たいのは、当然課長さんが言われたように、県営

事業で県の入札なので中に入れんとは思うんです

よ。ですけどやっぱり県といえど業者といえども

ですね、こういう災害のときでこれ１年１年が勝

負の年なんで、みかんの収穫される方は。ぜひで

すね、入ったらいけんことは事実ですけど雇用、

ほとんどが人間で動かないけん事業なので、でき

たら西予市内の空いた方、いろんな方も募集して

あげて、やってもらえる業者にですね、協力をし

てやってもらいたいんですよ。恐らく松山の業者

がここに来たって、人はよう雇わんと思いますん

で、そこいらあたり協力、とにかく入ったらいけ

ん範疇かもしれませんけど、やっていただきたい

と思います。以上です。 

○河野委員長 

ほかに質疑ありませんか。ないようですので、

以上で質疑を終結といたします。お諮りいたしま

す。議案第22号 平成30年度西予市一般会計補正

予算（第10号）農業水産課所管分について、原案

に賛成の委員の挙手を求めます。（賛成者挙手） 

〇河野委員長 

挙手全員により、当委員会としては、原案どお

り可決することに決しました。 

○河野委員長 

暫時休憩といたします。（午前９時55分） 

【経済振興課所管分】 

○河野委員長 

再開いたします。（午前10時04分） 

それでは、続きまして、議案第22号 平成30年度

西予市一般会計補正予算（第10号）経済振興課所

管分を議題といたします。上口課長の説明を求め

ます。 

○上口経済振興課長 

議案第22号 平成30年度西予市一般会計補正予

算（第10号）のうち、産業部経済振興課所管分に

ついて御説明申し上げます。今回の補正予算につ

きましては所管します16の事業で、平成30年度に

災害等の影響の理由によります不用額の減額計上

をしております。 

また、７月豪雨災害によります指定管理施設

の、安定経営の確立と円滑な事業運営を図るた

め、経営支援補助金を増額計上するものでありま

す。初めに、補正予算書に沿って歳出について御

説明させていただきます。予算書29ページをお開

きください。２款総務費 ９項企画費 ４目卯之町

はちのじ事業費、商店街エリア整備事業724万円

の減額につきましては、新規出店者店舗改修補助

の実績が１件126万円となり、ほかには事前相談

等がないことから、不用額として商店街空洞化対

策事業補助金を減額計上しております。これに伴

いまして、特定財源の国庫支出金334万6000円を

減額するものであります。なお、財政課において

他事業の調整をしておりますので、金額はあって

おりません。 

続きまして38ページをお開きください。５款 

労働費、１項 労働諸費、６目 地域経済基盤強化

雇用等対策費、雇用創造推進事業143万5000円の

減額につきましては、当初計画をしておりました

雇用創造推進講座が７月豪雨等の影響で実施でき

なかったため、報奨金95万円、印刷製本費29万

1000円、手数料19万4000円を減額計上しておりま

す。これに伴いまして、特定財源の国庫支出金

67万2000円、諸収入９万円を減額するものであり

ます。 

続きまして、同じページ、創業支援実践事業

281万円の減額につきましては、こちらも当初計

画をしておりました創業支援セミナー等が７月豪

雨災害等の影響で実施できなかったため、報奨金

200万円、印刷製本費48万6000円、手数料32万

4000円を減額計上しております。これに伴いまし

て、特定財源の国庫支出金140万5000円を減額す

るものであります。 

続きまして、42ページをお開きください。７款

 商工費、１項 商工費、2目 商工業振興費経済振

興資金供給モデル事業2001万8000円の減額につき

ましては、投資及び出資金2000万円、委員報酬１
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万8000円を減額計上しております。平成30年度

は、企業及び創業をしようとする方からの相談、

申し出がないため不用額として減額するものであ

ります。これに伴いまして、特定財源の国庫支出

金1000万円、繰入金1000万円を減額するものであ

ります。 

続きまして同じページ、３目 中心市街地活性

化事業費、三瓶本館施設管理運営事業86万7000円

の増額につきましては、市が市民の福祉を増進す

る目的で設置しました公の施設が７月豪雨により

被災した、または影響により指定期間中に施設運

営が困難となったことにより、運営収支が赤字と

なったため、施設の安定経営の確立と円滑な事業

運営を図るための経営支援補助金を増額するもの

であります。なお、補助金の交付につきまして

は、指定管理者における平成27年度から29年度ま

での過去３年間の決算状況と、平成30年度決算見

込みを鑑みて、その差額を豪雨災害による影響額

として補助金の交付額を決定させていただきま

す。 

続きまして、同じページ、４目 観光費、市観

光ＰＲ資料99万9000円の減額につきましては、７

月豪雨災害の影響等で開催できなかったため、プ

レミアムダイニング運営委託料99万9000円を減額

計上しております。これに伴いまして、特定財源

の国庫支出金75万円を減額するものであります。 

続きまして、43ページをお開きください。５目

 商工観光施設管理費、あけはまオートキャンプ

場管理運営事業206万7000円、明浜塩風呂管理運

営事業1668万6000円、明浜民宿故郷管理運営事業

721万7000円の３事業の増額につきましては、市

が市民の福祉を増進する目的で設置しました公の

施設が７月豪雨により被災した、または影響によ

り指定期間中の施設運営が困難となったことによ

り、運営収支が赤字となったため、施設の安定経

営の確立と円滑な事業運営を図るための経営支援

補助金を増額計上するものであります。なお、補

助金の交付につきましては、指定管理者における

平成27年度から29年度までの過去３年間の決算状

況と、平成30年度決算見込みを鑑みて、その差額

を豪雨災害による影響額として補助金の交付額を

決定させていただきます。 

続きまして、宝泉坊ロッジ管理事業477万

3000円の増額につきましては、初めにロッジ本館

屋根改修工事が入札減等により工事請負費222万

7000円の減額となりました。これに伴いまして、

特定財源の地方債110万円、繰入金110万円を減額

計上するものであります。また、豪雨被害指定管

理者経営支援補助金を700万円増額計上しており

ます。市が市民の福祉を増進する目的で設置しま

した公の施設が７月豪雨により被災した、または

影響により指定期間中に施設の運営が困難となっ

たことにより、運営収支が赤字となったため、施

設の安定経営の確立と円滑な事業運営を図るため

の経営支援補助金を増額計上するものでありま

す。なお、補助金の交付につきましては、指定管

理者における平成27年度から29年度までの過去３

年間の決算状況と平成30年度決算見込みを鑑み

て、その差額を災害による影響額として補助金の

交付額を決定させていただきます。 

続きまして、乙亥の里管理事業917万1000円の

減額につきましては、７月豪雨により、乙亥の里

カロト温泉が被害を受け、指定管理を取り消し、

指定管理施設を廃止したため、被災以降の維持管

理にかかる費用を減額計上しております。その内

訳としまして、社会保険料31万2000円、賃金

205万円、旅費48万9000円、電気料400万円、水道

料152万円、下水道使用料80万円を減額計上して

おります。これに伴いまして、特定財源の諸収入

610万5000円を減額するものであります。 

続きまして同じページ、６目 産業創出事業

費、企業誘致奨励金事業900万円の減額につきま

しては、指定された企業において、市内に住所を

有する新規の正社員及び、パート、常用雇用従業

員を１年以上雇用する実績が見込めないため、不

用額として企業誘致奨励金を減額計上しておりま

す。内訳としまして、正社員は２社中13人分で

650万円、パートは1社10人分で250万円、合計

900万円を減額するものであります。 

続きまして、産業活性化対策事業151万3000円

の減額につきましては、グリーンツーリズム事業

補助金71万3000円、農林水産物加工品開発事業補

助金80万円を減額計上しております。平成30年度

は、第３次募集まで行いましたが、その後申請相

談等がないため不用額として減額するものであり

ます。 

続きまして、54ページをお開きください。10款

 教育費、６項 文化振興費、４目 町並み保存対

策費、町並み建造物修理・修景事業476万8000円

の減額につきましては、春名家修理事業の国庫補
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助、県補助対象事業が入札減等により348万

4000円の減額となりました。また、野本家壁面修

理などの、７件の市単独補助事業費の増減により

128万4000円の減額となりました。あわせて、町

並み建造物修理補助金476万8000円を減額計上し

ております。これに伴いまして、特定財源の国庫

補助金、国庫支出金222万8000円、地方債80万円

を減額するものであります。 

続きまして、同じページ、５目 文化の里振興

費、文化の里諸施設管理運営事業209万1000円の

減額につきましては、中町広場の測量設計委託料

を入札減等により減額計上しております。これに

伴いまして、特定財源の国庫支出金84万6000円、

地方債120万円を減額するものであります。 

続きまして、次代を担う人材育成事業104万円

の減額につきましては、平成30年度は講座回数を

これまでの大人編10回から4回、子ども編20回か

ら14回に減らして開催しております。これに伴い

まして、不用額となりました次代を担う人材育成

委託料104万円を減額計上しております。これに

伴いまして、特定財源の繰入金104万円を減額す

るものであります。 

続きまして、歳入について説明させていただき

ます。歳出のところでも説明させていただいてお

りますので、抜粋して御説明させていただきま

す。ページを戻っていただきまして15ページをお

開きください。13款 国庫支出金、2項 国庫補助

金、５目 土木費国庫補助金、３節 都市計画費国

庫補助金、社会資本整備総合交付金、都市再生

610万円の減額のうち、歳出で御説明しました商

店街エリア整備事業109万6000円、文化の里諸施

設管理運営事業84万6000円、合計194万2000円を

減額計上しております。 

続きまして同じページ、７目 教育費国庫補助

金、５節 文化振興費国庫補助金、国宝重要文化

財等保存整備費国庫補助金（重伝建保存地区）に

おきまして歳出で御説明しました町並み建造物修

理・修景事業222万8000円を減額計上しておりま

す。 

続きまして同じページ、８目 総務費国庫補助

金、２節 地域振興費国庫補助金、地方創生推進

交付金2023万3000円の減額のうち、歳出で御説明

しました商店街エリア整備事業225万円、雇用創

造推進事業67万2000円、創業支援実践事業140万

5000円、経済振興資金供給モデル事業1000万円、

市観光ＰＲ事業75万円の合計1507万7000円を減額

計上しております。 

続きまして、19ページをお開きください。17款

 繰入金、2項 基金繰入金、18目 地域振興基金繰

入金におきまして、歳出で御説明しました経済振

興資金供給モデル事業1000万円を減額計上してお

ります。 

続きまして、20ページをお開きください。32目

 ふるさと応援基金繰入金、１節 ふるさと応援基

金繰入金449万円の減額のうち、歳出で御説明し

ました次代を担う人材育成事業104万円を減額計

上しております。 

続きまして同じページ、34目 公共施設整備基

金繰入金、１節 公共施設整備基金繰入金におき

まして、歳出で御説明しました宝泉坊ロッジ管理

運営事業110万円を減額計上しております。以上

で説明を終わります。よろしく御審議の上、御決

定くださいますようお願い申し上げます。 

○河野委員長 

上口課長の説明は終わりました。これより質疑

を行います。質疑はありませんか。 

〇宇都宮明宏委員 

42ページの、これ商工業振興費の中の経済振興

資金供給モデル事業2000万強の減になっとるんで

すけれども、これ詳細の説明をちょっといただき

たいのと、国庫支出金減になったら、ちょっと来

年とかの事業にも影響があったりするんじゃない

かという心配もしますし、新年度はどういう計画

を立てられているのか、そこらをちょっとお伺い

したらなと思います。 

○上口経済振興課長 

回答させていただきます。この経済振興資金供

給モデル事業、2001万8000円の減額についてです

けれども、この事業は市内に住所又は活動拠点を

有し、市内金融機関からの融資を受けることがで

き、市外からの売り上げを決算期に２分の１以上

計上できること、また出資額同額程度、市内で原

材料・資材調達を行うこと、また市町及び西予市

経済循環モデル事業出資審査委員会が認めたもの

の要件を満たしたものに対しまして、１事業者に

つき金融機関の融資額の２分の１以内の額、上限

2000万円を出資できる事業であります。平成29年

度、平成30年度におきましても問い合わせ等がな

く、29年度におきましても不用額として減額させ

ていただいておりまして、当該年度におきまして
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も問い合わせがなく減額しているということです

けれども、この交付金を充当させていただいてお

ります。交付金につきましても、減額という形で

平成29年度・30年度につきましても減額をさせて

いただいております。また、平成31年度につきま

しても同額の予算を上げさせていただいておりま

すが、現在のところまだ、申し出がない状況なん

ですけれども、もし申し出があったときに即対応

できるように、当初予算、31年度につきましても

予算計上をさせていただいております。以上、答

弁とさせていただきます。 

○宇都宮明宏委員 

暫時休憩をお願いします。 

○河野委員長 

暫時休憩といたします。（午前10時25分） 

○河野委員長 

再開いたします。（午前10時28分） 

○藤井委員 

ちょっと頭にずるっとよぎるぐらいのことで、

数字的なことは大ざっぱにしかわからんのですけ

ど、今回、明浜町の施設、社長もかわったし、お

願いしたんだと思いますけど、現実に明浜町の風

呂とかオートキャンプ場とか、故郷か、それでこ

こ、年間なんぼぐらいいきよったんですか、金。 

○上口経済振興課長 

答弁させていただきます。明浜の四つの施設に

対しまして市のほうから指定管理委託料として、

年間1850万円を支出しております。以上答弁とさ

せていただきます。 

○藤井委員 

それ1850万円は毎年せざるをえんと思いますけ

ど、それより以外にはもうないんですか。1850万

でやれよったんですか。当時、あそこやなかった

かな、みかんジュースで。７～８年、10年前に三

好市長さんのときやったんやけど、伊予銀行で

5000万借りたことがあって保証人になっとったこ

とがあるんですよ。それはもう終わったことやけ

んど、給料も入らないというようなことで議運に

かかってやったことがあるんですけど、これ済ん

だことは言ったらいけませんが、1850万でぜんぶ

できよったんですか。それと、もう１点は今回変

わると。小さい風呂に変わって故郷も新しく建て

ると。２階にも泊まり客がおると。これ、絶対に

やめることができないと思うんですよね、何にも

施設がなくなるんで。食堂さえないんやから。い

まからの展望ですね、元はこうだったけど、今回

これを変えたらあれ、全部で事業費が４億ぐらい

かかるんかな、全部で。それを展望といいます

か、今これだからこうしたいんだというようなこ

とがあればちょっと先に教えていただきたいと思

います。それと三瓶町の三瓶本館。これは何年の

契約になっているのか。３年か５年なのか。それ

といまあそこで、三セクでいつ、ずっとやけど、

あそこは入札もしてないし、指定管理が直接もう

ずーっとやってきよる。やりたい人もおるわけで

すよ。けど、それが入れないですよ、あしこね。

それはどういう選定の仕方をしているのか。それ

と三瓶町、そのジオパーク、ジオパークの岬の、

小野さんどこですかね、あれ。ジオパーク船がま

わるとこ。 

○小野副委員長 

須崎観音。 

○藤井委員 

須崎観音、あそこへは観光なのかどんなことか

わからないんですけど、あれ、船があるでしょ

う、船。あれはどういうことで許可になっとるの

か。それと、それを誰がしているのか。おかしい

んですよね。どこの許可がどういう許可の出し方

をしているのか。船でも事故でもあったら誰が補

償するのか。それも市にも、市も責任はないの

か。例えばあの船がですね、海で使う船じゃない

でしょう、あれ。川船なんですよ。なぜそれが許

可下りとるのか。観光に使えるのか。どこが許可

出しとるのか。それと、募集はどういう形にしと

るのか。更新の時の募集ですよ。やっぱ広く、や

っぱり公共に出すんだったら、広く募集の仕方も

いろいろありましょうけど、査定は行政がするん

だと思いますけど、そこいらをちょっと調べても

らいたいと思います。それとあの、減少金、ロッ

ジの減少金、２万7000円か、これ当初4500～

4600万の、予算なんぼやったですかね。4500～

4600万やなかったかと思いますけど、屋根の張り

替え。それと町並みのことはこの後聞きますの

で、ちょっとその間に調べて答弁をお願いいたし

ます。 

○上口経済振興課長 

藤井議員さんから御質問がありました内容につ

いて答弁をさせていただきたいと思います。まず

初めに、明浜について答弁をさせていただきたい

と思います。シーサイドサンパークの経営状況に
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つきましては、管理料が基本で運営をされており

ましたが、やはり一部厳しい時期がありまして、

やはり借り入れをされている、銀行から一部借り

入れをされて運用されていたという時期もありま

した。次に、今後のシーサイドパーク施設の展望

でございますが、やはり塩風呂につきましても経

年劣化しまして、施設の故障、修繕等も必要にな

っておりますし、やはり運営が非常に厳しいとい

う状況もございます。また、オートキャンプ場に

つきましても、やはり老朽化もございますし、や

っぱり夏場のみという時期しか利用者数が少ない

という問題がございます。また民宿故郷につきま

しても、老朽化してますし、その施設、宿泊施設

の内容につきましてもかなり今風のものではない

という問題等々、幾つか施設の問題等もございま

す。これらを含めまして、取締役会等で協議した

結果、やはり新しい施設が必要ではないかという

ことで温浴施設を兼ね備えた、新しい民宿をつく

るということで、現在、国のほうに事業申請も上

げているところでございます。平成31年度におき

ましては、国の予算のほうは30年度補正になるか

と思うんですけれども、予算が付きましたら新し

い施設を建設するとともに、これまでの施設を閉

じることによって赤字分を減らし、新しい施設の

中で明浜地域の観光拠点施設として進めていくこ

とができればというふうに考えております。初め

に、明浜地域の答弁とさせていただきます。 

○酒井産業部長 

今回の予算の中の、三瓶の観光の船のことです

けど、このことちょっと今日即答できかねますの

で、また後ほどとさせていただきます。それと、

三瓶本館につきましては詳細なことまでは説明が

できないかもしれませんが、大まかなことは支所

の課長のほうでわかると思いますので、課長のほ

うから答弁をさせていただきます。 

○河野委員長 

暫時休憩といたします。（午前10時36分） 

○河野委員長 

再開いたします。（午前10時41分） 

○片山三瓶支所産業建設課長 

藤井議員の三瓶本館に対する指定管理者の御質

問について御回答させていただきます。三瓶本館

につきましては指定管理５年ということで記憶し

ております。次回、32年度に変更と。更新という

ことで考えております。また、次回の指定管理へ

の選考する際については、また条件等決定しまし

て厳しく選考していきたいと考えております。以

上です。 

○藤井委員 

三瓶本館のことだけ言っているんじゃないです

よ、私は。全体ですよ。あの、指定管理者もいま

言ったとおり、いま言ったらいけんか、指定管理

者、それと三セク、全体がもうちょっと考えない

といけんと言いよるんですよ。一番財源を縮める

のはそこやと思うとるんですよ。それと、屋形船

ですかね、あれ市とは一切関係ないんですか。そ

れとジオパークの観光に使いよると思うんですけ

ど、どういうことであれを使いよるのか。まあ、

ないけん使うのかどうか知りませんけど。あれ、

一社ですかね、あそこで使っているのは。 

○酒井産業部長 

暫時休憩とさせてください。 

○河野委員長 

暫時休憩といたします。（午前10時43分） 

○河野委員長 

再開いたします。（午前10時44分） 

○片山三瓶支所産業建設課長 

屋形船の関係につきましては、また、はっきり

お答えができませんので後日返答させていただき

ます。以上でございます。 

○藤井委員 

暫時休憩願います。 

○河野委員長 

暫時休憩といたします。（午前10時45分） 

○河野委員長 

再開いたします。（午前10時45分） 

○河野委員長 

藤井議員さんから御質問がありました城川のロ

ッジの改修工事の当初予算額についてでございま

すが、2769万1000円となっております。以上答弁

とさせていただきます。 

○河野委員長 

ほかありませんか。 

○宇都宮俊文委員 

私もちょっと暫時休憩お願いします。 

○河野委員長 

暫時休憩といたします。（午前10時45分） 

○河野委員長 

再開いたします。（午前10時48分） 

○藤井委員 
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これ最後になるかもしれませんが、町並み広場

の関係、ここよな。いまの話。どうしても納得よ

うせんのやけんど、町並み広場で設計の入札して

ますよね。何を根拠に設計したんですか。いま、

何にも決まっていない。どういう方向になるかも

決まっていない。それでも設計しとんですよね、

これ。去年。何を根拠にどういうものをつくるか

らいう設計なのか。それと金額はいくらで落ちて

いるのか。これあの、いまにおかしいんですよ。

設計が終わっておりながらですよ、今になってワ

ークショップ開きますなんの言うて、集まりもせ

んのに。そのあたり、ちょっとお願いします。 

○上口経済振興課長 

暫時休憩をお願いします。 

○河野委員長 

暫時休憩といたします。（午前10時49分） 

○河野委員長 

再開いたします。（午前11時07分） 

○藤井委員 

これ、文書というのもちょっと何か数字が一人

走りしてもいけませんので、私が委員長も含めて

ですね、担当課のほうへお伺いに行きますので、

そのときは時間は担当課で決めてもらったらいい

と思いますんでよろしくお願いします。 

○上口経済振興課長 

藤井議員さんの御回答につきましては、文書に

て整理して回答させていただきます。以上答弁と

させていただきます。 

○河野委員長 

ほかありませんか。それでは以上で、質疑を終

結といたします。 

お諮りいたします。議案第22号 平成30年度西予

市一般会計補正予算（第10号）経済振興課所管分

について、原案に賛成の委員の挙手を求めます。

（賛成者挙手） 

〇河野委員長 

挙手全員により、当委員会としては、原案どお

り可決することに決しました。 

○河野委員長 

暫時休憩といたします。（午前11時08分） 

【林業課所管分】 

○河野委員長 

再開いたします。（午前11時16分） 

それでは、続きまして議案第22号 平成30年度

西予市一般会計補正予算（第10号）林業課所管分

を議題といたします。三瀬課長の説明を求めま

す。 

〇三瀬林業課長 

それでは、議案第22号 平成30年度西予市一般

会計補正予算（第10号）の林業課所管について御

説明いたします。補正予算書の41ページをお開き

願います。６款２項１目事業概要の欄でございま

すが、職員給与費にかかる補正予算について御説

明いたします。補正額は17万円の増額です。これ

につきましては、職員の給与調整に伴う補正予算

でございます。 

続きまして、同じく、41ページ６款２項２目の

事業概要、林業振興庶務事業、これにかかる補正

予算について御説明をいたします。補正額は20万

円の減額です。本事業は林業振興に係ます旅費、

需用費等の予算を計上しており、今回、実績見込

みにより減額補正を行うものでございます。同じ

く41ページ２目 事業概要、森林整備担い手確保

育成対策事業に係る補正予算について御説明い

たします。補正額は、補助金178万円の減額で

す。この事業につきましては、林業従事者の労働

安全衛生の充実、技術及び技能の向上、福利厚生

の充実を図るために、県と市が事業体への補助を

する事業でございます。今回、実績見込みによ

り、補助金額の減額補正を行うものでございま

す。同じく41ページの事業概要、有害鳥獣捕獲対

策事業に係る補正予算について御説明いたしま

す。補正額は、補助金476万5000円の減額でござ

います。本事業は、有害鳥獣に係る農産物被害の

防止対策を図るよう捕獲に対する補助、及び、捕

獲隊育成補助、檻導入の補助を行う事業です。今

回、実績見込みにより補助金額の減額を行うもの

でございます。 

続きまして、同じく41ページでございますが、

事業概要欄の林業事業体育成事業にかかる補正予

算について御説明いたします。補正額は補助金

240万円の減額でございます。本事業は、森林組

合、株式会社エフシーの就労３年目までの新規労

働者の給与に要する経費の２分の１以内を補助す

る事業でございます。今回、株式会社エフシーに

おきまして、当初２名の新規就労を見込んでおり

ましたが、新規入社がなかったため、補助金額の

減額補正を行うものでございます。同じく41ペー

ジ、事業概要欄ですが、特用林産振興事業、これ

に係ます補正予算について御説明いたします。補
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正額は補助金27万1000円の減額でございます。こ

の事業につきましては、乾燥シイタケ生産者のシ

イタケ種菌購入費用を軽減し、所得増加と生産意

欲の向上を図るために、購入に要する経費の10分

の３以内の補助をしております。今回、実績によ

りまして減額補正を行うものでございます。 

続きまして、同じく41ページ事業概要欄、バイ

オマスペレット生産利活用促進事業、補正額は補

助金160万円の増額です。今回７月豪雨によりま

して木質ペレット取引先であります游の里健康セ

ンターの営業休止によりまして売り上げが減少し

たことにより、豪雨被害指定管理者経営支援補助

金300万円を補助するものでございます。また、

あわせましてペレットストーブ、それから木質ペ

レットの補助の実績見込みにより140万円を減額

いたします。あわせて、160万円の増額補正とな

っております。 

続きまして同じく41ページ事業概要欄、県営

林道田之筋渓筋線開設負担金事業、この補正に

つきましては補助金460万円の減額でございま

す。本事業は県営事業により、宇和町田之筋地区

から野村町渓筋地区に連絡し、地域林業の動脈と

なる林道開設に係る負担金を支出するものでござ

います。今回、国からの事業費減により減額補正

を行うものでございます。 

続きまして、同じく補正予算書41ページ、事業

概要のＩＣＴまち・ひと・しごと創生推進事業に

かかる補正予算について御説明いたします。補正

額は、補助金24万3000円の減額でございます。今

回、データ更新等の実績によりまして、減額補正

を行うものでございます。同じく41ページ、事業

概要の市有林管理事業、今回補正額につきまして

は1200万円の減額補正でございます。実績、面積

それから搬出材積の減によりまして、減額補正を

行うものでございます。 

続きまして、歳入予算について御説明をいたし

ます。補正予算書17ページをお開き願います。

14款２項４目２節、説明の欄でございますが、

森林整備担い手確保育成対策事業費県補助金

144万7000円の減。同じく説明欄、森林環境保全

基金公募事業費県補助金、70万円の減。同じく造

林事業費県補助金33万3000円の減。合計248万円

の減につきましては、先ほどの41ページの林業振

興費のそれぞれの事業が減となったことにより、

今回、県補助金が減額となるものでございます。

また、同じく17ページ説明の欄でございますが、

公共施設木造利用推進事業費県補助金800万円の

増額につきましては、今年度、生涯学習課所管の

社会教育複合施設整備事業に係る県補助金におい

て、県の要綱改正がありまして補助金が増額とな

ったため800万円を増額するものでございます。 

続きまして、補正予算書18ページをお開きくだ

さい。15款 ２項 ３目 １節 立木売払収入、これ

につきましては説明の欄でございますが1000万円

の減、先ほどの41ページの市有林管理事業の実績

の減に伴いまして、今回減額となるものでござい

ます。 

続きまして、補正予算書21ページをお開きくだ

さい。20款１項３目２節、過疎対策事業債でござ

いますが、460万円の減額につきましては41ペー

ジの県営林道田之筋渓筋線負担金事業の内示額変

更に伴い、起債借入額の補正を行うものでござい

ます。以上、林業課所管に係ます３月補正予算に

ついての内容説明を終わります。御審議のほどを

よろしくお願いいたします。 

〇河野委員長 

三瀬課長の説明は終わりました。これより質疑

を行います。質疑はありませんか。 

〇酒井産業部長 

私のほうから一つ、今回の補正予算とは関係ご

ざいませんが、ちょっと猟友会系のことで裁判に

なっている部分が、市とではありませんが、なっ

とる部分がありますので一応委員の皆様に説明だ

けをさせていただきたいと思います。 

〇三瀬林業課長 

今回、捕獲隊におきまして、２名の方から、裁

判の訴えが上がってきております。これにつきま

しては、西予市の有害鳥獣捕獲隊に対しての裁判

となっております。内容につきましては、捕獲隊

への、現在加入しているかどうかということの身

分についての裁判の内容となっております。１月

11日に第１回目の口頭弁論がございました。これ

につきましては捕獲隊の性格、それから猟友会、

捕獲隊とは別ですが、猟友会についての内容につ

いて、書面での提出ということで、次回３月４日

の宇和島支部においての口頭弁論の予定となって

おります。以上でございます。 

○河野委員長 

ほかありませんか。それでは以上で、質疑を終

結といたします。 
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お諮りいたします。議案第22号 平成30年度西予

市一般会計補正予算（第10号）の林業課所管分に

ついて、原案に賛成の委員の挙手を求めます。

（賛成者挙手） 

〇河野委員長 

挙手全員により、当委員会としては、原案どお

り可決することに決しました。 

〇河野委員長 

暫時休憩といたします。（午前11時46分） 

【上下水道課】 

○河野委員長 

再開いたします。（午前11時50分） 

ここからは、建設部の審査となります。審査に

先立ちまして岩瀬建設部長より挨拶をお願いいた

します。 

〇岩瀬建設部長 

岩瀬建設部長が挨拶を行う。 

〇河野委員長 

それでは、上下水道課の審査を行いたいと思い

ます。議案第27号 平成30年度西予市農業集落排

水事業特別会計補正予算（第６号）、議案第28号

 平成30年度西予市公共下水道事業特別会計補正

予算（第５号）、議案第29号 平成30年度西予市

簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）、議案

第30号 平成30年度西予市水道事業会計補正予算

（第４号）、以上４議案につきましては、これか

ら個別に審査を行いますが、議案第22号 平成

30年度西予市一般会計補正予算（第10号）との関

連カ所を交えながら、１議案ずつ質疑採決を行う

こととしたいと思いますが、これに御異議ありま

せんか。（「異議なし」との声あり） 

〇河野委員長 

それでは、まずはじめに議案第27号 平成30年

度西予市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

６号）について、議案第22号 平成30年度西予市

一般会計補正予算（第10号）上下水道課所管分と

の関連分を交えつつ、説明を求めたいと思いま

す。清水課長の説明を求めます。 

〇清水上下水道課長 

それでは議案第27号 平成30年度西予市農業集

落排水事業特別会計補正予算（第６号）につきま

して、一般会計補正予算との関連がございますの

で一括して御説明を申し上げます。今回の補正は

事業費の年度末精算に当たり不用額等の調整を行

うものが主なものであります。それでは、農業集

落排水事業特別会計補正予算書の１ページをお開

きください。 

今回補正することによりまして、歳入歳出予算

の総額から歳入歳出それぞれ1252万2000円を減額

し歳入歳出予算の総額を３億7537万1000円として

おります。それではその詳細について御説明いた

します。 

予算書の７ページをお開きください。歳出です

が、１款 事業費、１項 １目 施設管理費のう

ち、右端の各排水施設維持管理事業におきまし

て、それぞれ需用費、委託料、備品購入費、公課

費を調整することによりまして、合計で1252万

2000円減額し補正後１億5939万6000円としており

ます。２款 １項 公債費、１目 元金におきまし

ては、特定財源内訳の調整のみを行っておりま

す。一方、６ページの歳入ですが１款 事業収

入、１項 １目 使用料のうち、農業集落排水施設

使用料、合併浄化槽施設使用料をそれぞれ実績見

込みにより調整し、合計で188万1000円増額し補

正後9715万1000円に、２款 分担金及び負担金２

項 負担金、１目 農業集落排水事業負担金の加入

負担金を317万円増額し、補正後417万円に、６款

１項繰入金のうち、１目農業集落排水事業繰入金

を1760万4000円減額、２目浄化槽市町村整備推進

事業繰入金を３万1000円増額、これによりまして

一般会計繰入金を合計で1757万3000円減額し、補

正後２億6552万円としております。この、一般会

計繰入金1757万3000円を減額することにより、一

般会計の予算も補正をされております。一般会計

補正予算書の39ページを開いてください。６款 

農林水産業費、１項 農業費、28節 繰出金が同額

の1757万3000円減額となっております。以上で、

議案第22号  平成30年度一般会計補正予算（第

10号）上下水道課所管分、議案第27号 平成30年

度西予市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

6号）の説明とさせていただきます。よろしく御

審議の上、御決定いただきますようお願い申し上

げます。 

〇河野委員長 

清水課長の説明は終わりました。これより質疑

を行います。質疑はありませんか。（「なし」と

の声あり） 

〇河野委員長 

それでは、以上で質疑を終結といたします。議

案第22号 平成30年度西予市一般会計補正予算
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（第10号）上下水道課所管分では、これから審議

するほかの議案との兼ね合いも出てまいりますの

で、採決は最後に行わせていただくこととし、こ

こでは議案第27号 平成30年度西予市農業集落排

水事業特別会計補正予算（第６号）の採決を行い

たいと思います。お諮りいたします。議案第27号

 平成30年度西予市農業集落排水事業特別会計補

正予算（第６号）について、原案に賛成の委員の

挙手を求めます。（賛成者挙手） 

〇河野委員長 

挙手全員により、当委員会としては、原案どお

り可決することに決しました。 

〇河野委員長 

続きまして、議案第28号 平成30年度西予市公

共下水道事業特別会計補正予算（第５号）を議題

といたします。一般会計との関連部分も交えつ

つ、清水課長へ説明を求めます。 

〇清水上下水道課長 

はい。それでは、議案第28号 平成30年度西予

市公共下水道事業特別会計補正予算（第５号）に

つきまして、一般会計補正予算との関連がござい

ますので一括して御説明申し上げます。今回の補

正は、事業費の年度末精算に当たり不用額の調整

が主なものであります。それでは、平成30年度公

共下水道事業特別会計補正予算書の１ページをご

らんください。今回補正することによりまして、

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ2755万

1000円を減額し、歳入歳出予算の総額を８億

4812万3000円としております。それでは、その詳

細について御説明いたします。８ページをお開き

ください。歳出ですが、１款 事業費、１項、１

目 施設管理費のうち、宇和処理場維持管理事業

費を９節 旅費から27節 公課費まで合計で2106万

6000円減額し、補正後２億1399万5000円としてお

ります。 

次の、１款 事業費、２項 １目 施設整備費の

うち、宇和処理区公共下水道事業の補償金を

600万円減額し補正後３億4290万円とするととも

に、特定財源の調整を行っております。９ページ

最後の２款 １項 公債費、２目 利子について、

財務省分を48万5000円減額調整いたしておりま

す。 

一方、６ページからの歳入ですが、１款 事業

収入、１項 １目 使用料を決算見込み分1037万

2000円増額し、補正後１億363万5000円に。２款 

分担金及び負担金、１項１目分担金も決算見込み

分961万5000円を増額し、補正後3869万9000円

に。４款１項１目繰入金を市債元利償還金施設管

理費、施設整備費の合計4850万8000円減額し補正

後３億5043万4000円にしております。 

この一般会計繰入金4850万8000円を減額するこ

とにより、一般会計予算も補正しております。一

般会計補正予算書の45ページを開いてください。

 ８款 土木費５項 都市計画費、２目 公共下水

費の繰出金が4850万8000円減額となっておりま

す。 

再度、公共下水道特別会計補正予算書の７ペー

ジへ戻っていただきたいと思います。６款 諸収

入、雑入では、指定工事店登録手数料を97万円増

額し、補正後112万5000円としております。下水

道事業で最後となりますが、浄化槽設置整備補助

事業につきまして御説明いたします。 

一般会計補正予算書の34ページをお開きくださ

い。４款 衛生費、１項 保健衛生費、４目環境衛

生費のうち、浄化槽設置整備事業補助事業費を

1212万1000円減額しております。主なものは次の

35ページにあります19節の浄化槽設置整備事業補

助金1207万6000円の減額であります。これは、当

初見込みより浄化槽の設置基数が少なかったこと

によるものであります。これによりまして歳入財

源の補正も行っております。一般会計補正予算書

の14ページをお開きください。13款 国庫支出

金、２項 国庫補助金、２目 衛生費国庫補助金の

うち循環型社会形成推進交付金を791万7000円減

額、16ページの14款 県支出金、２項 県補助金、

３目 衛生費県補助金のうち、小型合併浄化槽設

置整備事業費県補助金を163万5000円減額してお

ります。以上で、議案第22号 平成30年度一般会

計補正予算（第10号）上下水道課所管分、議案第

28号 平成30年度西予市公共下水道事業特別会計

補正予算（第5号）の説明とさせていただきま

す。よろしく御審議の上、御決定いただきますよ

うお願いを申し上げます。 

〇河野委員長 

清水課長の説明は終わりました。これより質疑

を行います。質疑はありませんか。それでは、以

上で質疑を終結といたします。お諮りいたしま

す。議案第28号 平成30年度西予市公共下水道事

業特別会計補正予算（第５号）について、原案に

賛成の委員の挙手を求めます。（賛成者挙手） 
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〇河野委員長 

挙手全員により、当委員会としては、原案どお

り可決することに決しました。 

〇河野委員長 

続きまして、議案第29号 平成30年度西予市簡

易水道事業特別会計補正予算（第５号）を議題と

いたします。一般会計との関連部分も交えつつ、

清水課長に説明を求めます。 

〇清水上下水道課長 

それでは議案第29号 平成30年度西予市簡易水

道事業特別会計補正予算（第５号）につきまし

て、一般会計補正予算との関連を含めて御説明申

し上げます。今回の補正は、事業費の年度末精算

に当たり不用額等の調整が主なものであります。

それでは、簡易水道事業特別会計補正予算書の１

ページをお開きください。今回補正することによ

り、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

567万3000円を減額し、歳入歳出予算の総額を１

億7885万9000円としております。それではこの詳

細について御説明いたします。７ページをお開き

ください。歳出ですが、１款 事業費、１項 １目

 総務管理費を324万8000円減額し、補正後１億

1760万7000円としております。内訳としまして

は、一番右の事業概要の欄をごらんください。宇

和地区では98万9000円、野村地区では265万

9000円を減額しております。修繕料、補修用材料

費積立金、公課費はそれぞれ減額を、水道加入金

につきましては155万6000円増額しております。

また、職員給与費につきましても40万円増額して

おります。次の１款 事業費、２項 １目 施設整

備事業費におきましては、宇和地区で106万円、

野村地区で130万円の合計236万円減額し、補正後

3670万円としております。次の８ページでは、公

課費の利子６万5000円を減額調整しております。 

一方、６ページの歳入ですが、１款 事業収入、

１項 １目 給水収入の水道使用料を決算見込みに

より114万6000円減額し、補正後6745万7000円

に、２款 分担金及び負担金、１項 １目 分担金

の整備事業分担金を51万円減額し、補正後749万

1000円に、６款 １項 １目繰入金のうち一般会計

繰入金を５万8000円増額、基金繰入金を407万

5000円減額、合計で401万7000円減額調整し補正

後5822万円としております。１節の一般会計繰入

金を５万8000円増額することにより、一般会計予

算も補正されております。一般会計補正予算書の

37ページをお開きください。４款 衛生費、４項 

１目 水道費、28節 繰出金のうち、簡易水道事業

特別会計繰出事業費が同額の５万8000円増額計上

されております。以上で、議案第22号 平成30年

度西予市一般会計補正予算（第10号）上下水道課

所管分、議案第29号 平成30年度西予市簡易水道

事業特別会計補正予算（第５号）の説明とさせて

いただきます。よろしく御審議の上、御決定いた

だきますようお願いを申し上げます。 

〇河野委員長 

清水課長の説明は終わりました。これより質疑

を行います。質疑はありませんか。それでは、以

上で質疑を終結といたします。お諮りいたしま

す。議案第29号 平成30年度を西予市簡易水道事

業特別会計補正予算（第５号）について、原案に

賛成の委員の挙手を求めます。（賛成者挙手） 

〇河野委員長 

挙手全員により、当委員会としては、原案どお

り可決することに決しました。 

〇河野委員長 

続きまして、議案第30号 平成30年度西予市水

道事業会計補正予算（第４号）を議題といたしま

す。一般会計との関連部分も交えつつ清水課長説

明を求めます。 

〇清水上下水道課長 

それでは、最後になりますが、議案第30号 平

成30年度西予市水道事業会計補正予算（第４号）

につきまして、一般会計との関連を含めて御説明

いたします。今回の補正の主なものは決算見込み

に基づく、給水収益及び建設改良費を減額するも

のであります。なお、補正予算書の１ページから

の総則につきましては、今議会の提案中で御説明

いたしておりますので省略させていただき、詳細

につきまして、事項別明細書で御説明させていた

だきたいと思います。予算書の12ページをお開き

ください。水道事業費用の補正について御説明い

たします。１項 営業費用のうち１目 原水及び浄

水費では動力費を200万円。南予水道企業団受水

費を86万4000円それぞれ増加しております。２目

 配水及び給水費でも、動力費の電気料を150万円

増額しております。いずれも豪雨災害に起因する

経費の増額であります。 

４目の総係費では、人件費の調整をするととも

に、システム改造業務委託料600万円を減額して

おります。 
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13ページの減価償却費では、前年度決算が確定

したことにより104万円減額し、補正後２億

9476万3000円としております。一方、11ページ

の、水道事業収益ですが、１目 給水収益の水道

料金を800万円減額し、補正後６億1300万円とし

ております。豪雨災害による水道料金の減免措置

等により減収分を見込んでおります。２項の営業

外収益では、２目 水道加入金は76万円増額、３

目の補助金では一般会計からの児童手当分の補助

金として４万円を増額しております。 

この、一般会計補助金４万円を増額することに

よりまして一般会計の予算も補正されておりま

す。 

一般会計補正予算書の37ページをお開きくださ

い。４款 衛生費、４項 １目 水道費、28節 繰出

金のうち、水道事業会計繰出事業費が同額の４万

円増額計上されております。再度、水道事業会計

補正予算書の11ページへ戻っていただきまして、

６目 長期前受金戻入を218万1000円、８目 雑収

益では77万8000円をそれぞれ増額いたしておりま

す。 

次に、14ページ15ページの、資本的収入及び支

出では、15ページの資本的支出のうち、建設改良

費、１目 送配水等施設費のうち工事設計委託料

を512万円、工事請負費を2552万円、合計で

3064万円を減額しております。県道の道路改良工

事の延期に伴うものや、野村浄水場の改良工事の

中止に伴うものであります。 

一方、予算書14ページの資本的収入では、工事

負担金のうち配水管移設工事補償金600万円を減

額いたしております。以上、議案第22号 平成

30年度一般会計補正予算（第10号）上下水道課所

管分、議案第30号 平成30年度西予市水道事業会

計補正予算（第４号）の説明とさせていただきま

す。よろしく御審議の上、御決定いただきますよ

う、お願いを申し上げます。 

〇河野委員長 

清水課長の説明は終わりました。これより質疑

を行います。質疑はありませんか。以上で質疑を

終結といたします。お諮りいたします。議案第

30号 平成30年度西予市水道事業会計補正予算

（第４号）について、原案に賛成の委員の挙手を

求めます。（賛成者挙手） 

〇河野委員長 

挙手全員により、当委員会としては、原案どお

り可決することに決しました。 

〇河野委員長 

最後に、議案第27号から議案第30号にかけてあ

わせて説明が行われた、議案第22号 平成30年度

西予市一般会計補正予算（第10号）上下水道課所

管分ですが、これについての質疑はありません

か。 

〇河野委員長 

質疑なしとして、以上で質疑を終結といたしま

す。お諮りいたします。議案第22号 平成30年度

西予市一般会計補正予算（第10号）上下水道課所

管分について、原案に賛成の委員の挙手を求めま

す。（賛成者挙手） 

〇河野委員長 

挙手全員により、当委員会としては、原案どお

り可決することに決しました。 

○河野委員長 

暫時休憩といたします。（午後０時13分） 

【建設課所管分】 

○河野委員長 

再開いたします。（午後３時37分） 

議案第22号 平成30年度西予市一般会計補正予

算（第10号）建設課所管分を議題といたします。

時谷課長の説明を求めます。 

〇時谷建設課長 

議案第22号 平成30年度西予市一般会計補正予

算（第10号）建設課所管分について御説明を申し

上げます。平成30年度一般会計補正予算書29ペー

ジをお開きください。歳出でございますが、２款

 ９項 ４目卯之町はちのじ事業費 駅前エリア整

備事業において、1223万1000円の減額につきま

しては、市道旧町地区212号線、文化会館横の改

良工事を中止したことによるものです。13節 委

託料500万円の減額、17節 公有財産購入費514万

8000円の減額、22節補償補填および賠償金208万

3000円の減額であります。33ページをお開きくだ

さい。３款 ４項 １目 災害救助費、15節 工事請

負費200万円の増額につきましては、野村運動公

園周辺道路（市道法正運動公園線）整備工事に

おいて残土処分場での整備費用が必要となったた

めであります。44ページをお開きください。８款

 ２項 １目 道路橋梁総務費1604万4000円を減額

し、2813万円とするものです。13節 委託料115万

9000円の減額は、道路台帳補正事業の精算見込み

によるものです。19節 負担金補助及び交付金
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1488万5000円の減額につきましては、県営道路事

業に対する負担金の確定によるものです。２目 

道路橋梁維持費113万円を減額し、３億9046万

8000円とするものです。４節 共済費14万円の減

額、７節 賃金97万円の減額につきましては、市

道維持管理事業の臨時職員の任期終了に伴い不用

となった社会保険賃金であります。19節 負担金

補助及び交付金２万円の減額につきましては、道

路環境美化事業 市道草刈補助金額の確定による

ものです。３目 道路新設改良費310万円を減額

し、４億6181万2000円とするものです。22節 補

償補填及び賠償金310万円の減額は、市道津布理

18号線道路改良工事における補償額確定に伴う減

額でございます。45ページをお開きください。８

款 ５項 ６目 道路新設改良費1470万1000円を増

額し１億7850万1000円とするものです。市道旧町

地区187号線ほか５路線改良事業で、13節委託料

63万1000円の減額は事業確定によるものです。

15節 工事請負費1600万円の増額は、舗装工事追

加によるものであります。17節 公有財産購入費

７万7000円の減額は事業確定によるものです。

22節 補償補填及び賠償金59万1000円の減額も事

業確定によるものです。46ページをお開きくださ

い。８款 ６項 １目 住宅管理費801万2000円を減

額し１億9573万4000円とするものです。 

13節 委託料35万円の減額につきましては、耐

震診断技術者派遣委託料の精算見込みによるも

のであります。15節 工事請負費450万円の減額に

つきましては、７月豪雨災害を受けて延期となっ

た事業の減額調整をするものであります。19節 

負担金補助及び交付金、住宅耐震診断補助金16万

円の減額、民間建築物アスベスト対策調査補助金

25万円の減額、木造住宅耐震化促進事業補助金

275万2000円の減額は精算見込みによるものであ

ります。56ページをお開きください。11款 ８項 

１目 都市施設等災害復旧費1200万円を増額し、

7200万円とするものです。15節 工事請負費

1200万円は、堆積土砂排除事業において事業実施

により土砂量が増加したことにより、運搬処分費

用が追加となったものであります。歳入でござい

ますが、14ページにお戻りください。13款 ２項 

５目 土木費国庫補助金、２節 住宅費国庫補助金

1261万2000円の増額となります。災害公営住宅整

備事業における国庫補助金1891万6000円は、財源

組み替えによるものです。社会資本整備総合交付

金のうち、民間建造物アスベスト対策事業におけ

る国庫補助金25万円の減額。防災安全交付金

442万3000円の減額。木造住宅耐震化促進事業に

おける国庫補助金163万1000円の減額でございま

す。15ページをお開きください。３節 都市計画

費国庫補助金約610万円の減額は、補助金確定に

よるものです。13款 ２項 11目 災害復旧費国庫

補助金、１節 都市施設等災害復旧費国庫補助

金600万円は、明間四道地区堆積土砂排除事業に

よる補助金の増額によるものです。21ページをお

開きください。20款 １項 １目 総務債 ３節 企

画債1230万円の減額のうち、卯之町はちのじ事

業・駅前エリア整備事業において、1223万

1000円減額するものです。20款 １項 ５目 土木

債1680万円を事業の精算見込みにより減額し７億

3590万円とするものです。１節 道路橋梁債

1680万円の減額につきましては、市道旧町地区

187号線ほか５路線改良、合併債20万円の増額。

市道法正運動公園線改良事業、過疎債200万円の

増額。県営道路事業負担金事業、過疎債1490万円

の減額。都市計画管理策定事業、過疎債100万円

の減額。市道津布理18号線改良事業、過疎債

310万円の減額です。22ページをお開きくださ

い。20款 １項 11目 災害復旧事業債、１節 公共

土木施設債1690万円の減額につきましては、一般

単独災害復旧事業の財源組み替えによる減額であ

ります。７節 都市施設等債600万円の増額は、堆

積土砂排除事業によるものです。10ページにお戻

り下さい。第４表地方債補正でございますが、事

業費の増減に伴い、災害復旧事業、旧合併特例事

業、過疎対策事業において限度額を補正しており

ます。以上、御説明とさせていただきます。よろ

しく御審議の上、御決定くださいますようお願い

申し上げます。 

〇河野委員長 

時谷課長の説明は終わりました。これより質疑

を行います。質疑はありませんか。 

〇藤井委員 

ちょっと教えてください。あの、木造の耐震化

よ。補助金、なんぼ出よるんかな、あれ。 

〇時谷建設課長 

暫時休憩をお願いします。 

〇河野委員長 

暫時休憩といたします。（午後３時48分） 

〇河野委員長 
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再開いたします。（午後３時56分） 

〇時谷建設課長 

藤井議員の言われました木造住宅耐震化促進事

業の補助金でございますが、１平方メートル当た

り３万2600円を限度としております。なお、一戸

あたりの限度額は114万円を限度としておりま

す。なお、見積もり書等により、金額、補助金を

出しておりますが、担当者による精査により補助

金の確定をしたいと考えております。それから、

30年度の実施件数でございますが、７戸でござい

ます。以上でございます。 

〇河野委員長 

ほかありませんか。 

〇佐藤委員 

56ページ、堆積土砂排除事業1200万ほど出てる

んですが、この堆積土砂っていうのは最終どこに

持って行かれてるのかをちょっと確認をしたいん

ですが。 

〇時谷建設課長 

水野補佐が担当しておりますので、水野補佐よ

り説明させます。 

〇水野建設課長補佐 

堆積土砂のほうですが、最終的には金額を比較

検討いたしまして東温市のオオノ開發のほうに持

って行っております。 

〇小野委員 

関連ですけども、その堆積土砂いうのは産廃や

からオオノ開發に持っていかないけんの。それと

も建設残土やったら、わざわざ遠いとこ持ってい

く必要ないわいね、運賃をかけて。 

〇水野建設課長補佐 

建設残土ではあるんですが、土の中に細かな流

木がかなり混ざっておりまして、再利用できるよ

うな土じゃありませんでしたので、それでもう、

オオノ開發のほうに持っていくように決めまし

た。ここらへんも比較検討、全てやっておりま

す。以上です。 

〇河野委員長 

ほかないでしょうか。それでは、以上で質疑を

終結いたします。お諮りいたします。議案第22号

 平成30年度西予市一般会計補正予算（第10号）

建設課所管分について、原案に賛成の委員の挙手

を求めます。（賛成者挙手） 

〇河野委員長 

挙手全員により、当委員会としては、原案どお

り可決することに決しました。それでは、本日予

定されておりました議案審査が終了いたしました

ので、これにて、平成31年第１回定例会産業建設

常任委員会を散会といたします。 

 

 

散会 午後４時00分 

 

 

西予市議会委員会条例第30条第１項の規定によ

りここに署名する。 

 

 

  西予市議会産業建設常任委員長 

 

 

 

 

 

 


